
　
企
画
展
覧
会

文
化
の
秋
、

　

展
覧
会
へ
よ
う
こ
そ
！

泰
澄
・
白
山
開
山
１
３
０
０
年
記
念
、

織
田
文
化
歴
史
館
で
、企
画
展
覧
会
を
開
き
ま
す
。

　

泰
澄
・
白
山
開
山
１
３
０
０
年
を
記
念
し
、
泰
澄
や
白
山

信
仰
、
神
仏
習
合
や
山
林
寺
院
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
企

画
展
覧
会
を
開
き
ま
す
。

　

展
覧
会
で
は
、
泰
澄
ゆ
か
り
の
地
で
発
見
さ
れ
た
考
古
資

料
、『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
な
ど
の
典
籍
・
古
文
書
、
梵
鐘
・
密
教

法
具
な
ど
の
工
芸
品
、
新
た
に
町
内
で
発
見
さ
れ
た
仏
像
、

初
お
披
露
目
の
泰
澄
大
師
の
絵
画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　
泰
澄
の
生
涯
は
『
泰
澄
和
尚
伝
記
』
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
泰
澄
が
活
躍
し
た
奈
良
時
代
の
国
史
な
ど
に
み
え

ず
、
ま
た
伝
記
の
内
容
に
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
の
で
、
伝
記
自
体
の
成
立
が
新
し
く
、
本
当
の
こ
と
が
記
さ

れ
た
か
は
疑
わ
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
奈
良
時
代
に

記
さ
れ
た
泰
澄
の
直
筆
と
さ
れ
る
経
典
も
別
人
と
す
る
見
解
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
泰
澄
に
つ
い
て
は
、
架
空
説
や
複
数
説
が
根
強
く
あ

り
ま
す
が
、
町
で
は
合
併
前
か
ら
泰
澄
入
寂
の
地
と
さ
れ
る
大
谷

寺
遺
跡
の
発
掘
調
査
、
越
知
山
山
頂
で
の
須
恵
器
発
見
な
ど
、
考

古
学
的
な
視
点
か
ら
調
査
・
研
究
を
進
め
、
泰
澄
関
連
の
物
証
を

提
示
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
を
調
査
す
る
と
、
伝
記
に
描
か
れ
た
風
景
が
所
々

に
存
在
し
、
泰
澄
ゆ
か
り
の
山
や
寺
社
な
ど
で
、
奈
良
・
平
安
時

代
の
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
企
画
展
覧
会
で
は
、
町
内
の
文
化
財
や
泰
澄

ゆ
か
り
の
地
で
出
土
し
た
考
古
資
料
を
中
心
に
、
伝
記
の
記
述
内

容
な
ど
を
様
々
な
角
度
か
ら
見
直
し
、
そ
こ
か
ら
描
き
出
せ
る
泰

澄
像
と
伝
記
の
成
立
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
泰
澄
と
伝
記
に
関
す
る
疑
問
を
十
一
に
集
約
し
、
展
示

品
と
と
も
に
探
究
し
て
い
く
展
示
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
ま
す
。

▲墨書土器（大谷寺蔵）

▲国宝・梵鐘（劔神社蔵）

▲須恵器（町教委蔵）

▲密教法具（個人蔵）

▲百万塔（大谷寺蔵）

織田文化歴史館 泰澄・白山開山1300年記念 企画展覧会

異人探究　泰澄十一の疑問
	
会　　期　10月7日（土）～ 11月26日（日）
　　　　　午前10時～午後6時（入館は、午後5時30分まで）

観 覧 料　一般…………………………… 300円
　　　　　団体（20人以上） …………… 240円
　　　　　　※中学生以下、70歳以上は無料です。
　　　　　　　入館の際、受付で年齢のわかるものをお見せください。

休 館 日　	10月10日（火）・16日（月）・23日（月）・30日（月）
　　　　　	11月 6 日（月）・13日（月）・20日（月）・24日（金）
特別開館	　11月18日（土）・19日（日）は、関西文化の日で
　　　　　	無料となります。

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館　
☎
３
６‒

２
２
８
８
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